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付 篇 資 料
1.図 版 ・地 図
2.「 観 察世 間経 』 と 『聖 ・観 大 乗 経 』 の照 合表
3,「 大 唐 西城 記 』 に 貝 られ る窒 堵 波(S面pa)
序論 研究目的 ・方法及び資料 。研究史
本研究の目的は、仏塔の成立をめ ぐって、古代インドにおけるいかなる思想及び文化がそ











































原像 と、それに対する信仰 と思想的原質 とを、インド学もしくは文化史的な方法によって、
把握 してみたいと考える。それは何 も新 しい試みではな く、いわば本来的なインド学への回
帰でしかない。
第 一 篇 仏 塔 崇 拝 成 立 の 基 盤
第 一 章 ス トゥーパ の語 義
仏 塔 の 原 語 に は 、主 な もの と して ス トゥー パ(S面pa卒 塔 婆 、塔)と チ ャイテ ィヤ(Caitya
支 提 、廟)が あ げ られ る。しか し、両 語 は異 な った 文化 圏 において 成 立 を見 た 用語 の よ うで 、使 用 さ
れ る文 献 に相 違 が 認 め られ る。 即 ち、 前 者 はrリ グ ・ヴ ェー ダ』(Rg-veda)の 中 に見 出 され
るが 、 後者 の方 は求 め に くい。 逆 にrマ ハ ー バ ー ラ タ』(Mah曲 撮rata)や 「ラー マ ー ヤナ』
(R互m五yana)等 の叙 事 詩 に お い て は 、 後者 が頻 出す るが 、 前 者 に は遭 遇 し難 い。 仏 教 経 典
に な る と、始 め は別 々 に用 い られ て い たが 、 後 に は混 同 され 、 同義 語 と して使 わ れ る よ う に
な る。
そ こで 、両 語 を一 応 切 り離 して、 それ ぞれ の原 意 を探 って い くな らば 、仏 塔 の 基 層 的 な 構
造 を知 る手 掛 り とな ろ う。 その 最 初 と して 、rリ グ ・ヴ ェー ダ』 の 中 か らス トゥーパ の 語 義 を
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求 め よ う とい うの が 、 この章 の 目的 で あ る。 た だ 問 題 な の は 、 四 回 しか そ の 用例 を指 摘 しえ
ず 、 そ の解 釈 が困 難 な こ とであ る。 即 ち 、次 の よ うな 内容 を含 ん で い る。
(1)樹 木 の 「冠 」(頂 き)を 意 味 し、 そ の樹 は逆 立 ち した 姿 を表 して お り、 宇宙 木(Cosmic
Tree)の 観 念 と結 び っ け られ る。 つ ま り、樹 木 の 枝葉 が恰 も根 の 如 く天 上 に 固 定 し、 天 と地
とを繋 ぐ とい う意 味 が 表徴 さ れ て い る。
(2甥 女 の交 接 と同一 視 され る。 二 本 の 引火 木 の 摩 擦 に よ る発 火 が 説 か れ る中 で 見 られ 、 そ
の火 は 「赤 き冠 」(arusa-s纐pa)を 持 っ と言 わ れ る。 それ は 牧 牛 民 の 女 神 イ ダ ー(ld互)の 息
子 で あ り、牡 牛 で あ る。
(3)火神 ア グニ(Agni)と 太 陽神 スー リヤ(駈rya)と の 合 一 が 言区わ れ る際 に、 使 わ れ てい
る。 地上 の火 ア グニ が 高 く燃 え 上 り、 そ の 「冠 」(頂 き)に て 天 上 の 火 ス ー リヤ と合 す る よ う
に祈 られ る。
(4)「 ヒ ラニ ヤ ・ス トゥー パ」(Hiranya-s飯pa)と い う言 葉 で 見 出 され る。 これ は 人 格 的 存
在 を 指 して い る よ うに 解釈 され る が 、 文 字 通 り 「黄 金 の 丘 」を意 味 す る と も解 され る。 即 ち 、
それ は 広 大 な る火 炎 を指 し、 「火 の集 り」(AgniSkandha)と 見 倣 され た マハ ープル シャ(Ma-
h百purusa=仏 陀)の モ ニ ュメ ン トで あ る仏 塔 と も繋 りを持 つ 、 と言 う ので あ る。
また 、 この 言 葉 は 黄 金 の 胎 児 、 太 初 の 原 水 を意 味 す る 「ヒ ラニ ヤ ・ガ ルバ 」(Hiranya-ga-
rbha)、 更 には 、それ か ら最 初 に生 じる 「黄 金 の 卵 」(HiranmayaAnda)と の 関 連 を想 定 させ
る。 それ は 、 仏 塔 が 「ダ ー トゥ ・ガル バ 」(Dh翫u-garbha界 胎 、遺 骨 の 蔵 所)と 呼 ば れ 、
その 中 心 が 「ア ンダ」(Anda卵 、 覆鉢)と 呼 ばれ てい る こ と に も、 関 係 が 求 め られ よ う。
以 上 の 用 例 か ら、 ス トゥーパ と は、 天 地 を接 合 させ る 軸的 な意 味 を有 してい る こ とが 窺 わ
れ 、 この こ とは イ ン ドの コス モ ロ ジー 、更 に は シ ンボ リズ ム との 相 関 を示 唆 す る。
その 他 、rグ リ ヒヤ ・ス ー トラ』(Grhya一 諏tra家 庭 経)やrジ ャー タ カ』(J百taka本 生 経)
等 の 文 献 か らは 、 ス トゥーパ は 「尖 塔 」、家 屋 の 頂 き に付 せ られ る瓶 状 の 「頂 華 」の 意 味 を も
つ ことが 知 られ る。 これ は仏 塔 と ヒ ン ドゥー寺 院 との 、構 造 上 の 対 比 を示 す 要 素 を も って い
るが 、今 後 の検 討 を 要す る点 で あ る。
「墳 墓 」 を意 味す る ス トゥーパ は 、仏 典 に お い て 初 め て接 す るが 、 仏教 用語 と言 え る か否
か 断定 し難 い面 を も って い る。
第二章 チャイティヤの諸相
チャィティヤは多 くの文献に散説されるが、次の三つの範躊に分類される。
q)バ ラモン系の聖火壇、犠牲獣 を結わえる屠柱(yupa)を 中心とした犠牲の場。
(2)樹木の生命力 ・復活性 を神格化 した聖樹一樹神の祭杷の場。
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(3)火葬場及び遺骨の埋葬処、死者を記憶 し、記念すべき場所。








ここで は三 種 の チ ャイ テ ィヤへ の崇 拝 形 態 を見 て 、仏 塔 信 仰 の基 盤 を探 ろ う とい うの が 目
的 で あ る。
(1)チ ャイ テ ィヤ ●ヤ ジ ユニ ヤ(Caitya-ya伍a)
　 　
これ はrア ー シ ュヴ ァ ラー ヤ ナ家 庭 経 』(Asva頂yana-grhya纐tra)に 記 載 され た祭 式 であ
るが 、 内容 は簡 略 す ぎ て、 詳 細 は注 釈 家 た ち の 説 明 を侯 た な け れ ば な らな い 。彼 らの 解 説 が
原 意 を伝 え て い る か否 か 問題 は あ る が 、 そ れ らに よ れ ば 、祭 主 と神 との 契 約 関係 、 ギ ブ ・ア
ン ド ・テ イ ク の取 り引 き に お い て崇 拝 行 為が 為 され る とい う もの で 、一 種 の 「願 掛 け」 的 信
仰 形 態 を意 味 して い る。
(2)チ ャイ テ ィヤ'プ ー ジ ヤー(Caitya嚇P両 吾)
rア ル タ ・シ ャー ス トラ』(Artha一 語stra実 利 論)に 載 る もの で 、 ラ ク シ ャス(Raksas
羅 刹)と い う悪霊 ・鬼 神 の慰 撫 を 目的 と した 祭 ネ巳で あ る 。
ヤ ジ ュ ニ ャ(供 犠)と プ ー ジ ャー(供 養)と は よ く対 比 的 に考 え られ 、 前 者 は動 物 犠 牲 に
よ る ア ー リャ ンの 、 後者 は花 や 香 の献 供 を主 体 とす る非 ア ー リヤ ンの 崇 拝 形 式 とさ れ る。 し
か し、 この 区別 は チ ャイ テ ィヤ信 仰 に関 す る 限 り、 適 合 しな い よ うで あ る。 何 故 な ら、両 者
と も動 物 犠 牲 が 要 求 され て い るか らで あ る。
(3)バ リ ・カ ンマ(Bali-kamma)
これ は仏 典 の ジ ャー タ カ(本 生 経)か ら知 られ る もの で 、 聖樹 及 び樹 神 を意 味す る チ ャイ
テ ィヤ に 、 バ リ とい う名 の 供 物 を捧 げ て 、 プ ー ジ ャー を なす とい う形 の 祭 式 で あ る。 こ こで
も 「願 掛 け」 的 な性 格 が 認 め られ 、動 物 犠 牲 が含 ま れ て い る。 動物 犠 牲 は 、 チ ャイ テ ィヤ崇
拝 に は本 質 的 な もの だ った よ うで あ る。
しか るに 、 しば しば 仏教 的倫 理 観 の影 響 を受 け て、 殺生 の 非 が 強 調 され 、 花 や 香 に よ る崇















であって、仏塔の如 く死者 と永遠に会合 しあう場所ではな く、両者の繋りは疑問となる。
一方、考古学的資料からは、極めて多様なる形態の墓制が知られるが、右の文献からの知
識との照合の作業が課せ られる。 しかし、これはあまり成功を期待 し得ない。何故ならば、
文献の伝えるものは実際に作製 された墓というより、その詳細な規定からみて、一つの理想





仏 塔 の起 源 に つ い ては 、 これ ま で に 種 々の 見 解 が 発 表 され て来 た が 、 凡 そ次 の よ うな七 種
に要 約 され よ う。
(1)丸屋根 を模 して造 られ た とす る説 、(2)マ ハ ー プ ル シ ャ(宇 宙 人間 、 大 人)の 頭 蓋骨 を表
徴 して い る とい う説 、(3)マ ウ ン ド ・土 饅 頭 説 、(41シ ュマ シ ャー ナ に起 源 を求 め る説 、(5)外来
説 、(6}シ ンボ ル 複 合 説 、(7>巨 石 墓(Megalith)に 起 源 を求 め る見 解 で あ る。
学 者 の 中 に も複 数 の 要 因 をあ げ る者 が い る よ う に、 単 一 の 原 因 に限 る こ とは 出来 な い で あ
ろ う。 仏 塔 は 種 々の 文 化 の 複 合 体 と して成 立 を みた:もの と考 え る べ きで あ る。 墳 墓 が 家 を模
した り、土 盛 り され た りす るの は 汎 世 界 的 に認 め られ る し、外 か らの 影 響 も否 定 し得 な い 。
しか し、 よ り大 きな 要 因 と しては 、 火 葬 や 骨 壺 へ の 拾 骨 な どの 点 に お い て シ ュマ シ ャー ナ に
厚 葬 思 想 や 墓碑 に対 す る崇 敬 の 面 で は 、 巨石 墓 の 文 化 に求 あ られ る。 また 、 最 初 か ら も っ て
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いた か 否 か 問 題 は あ る が 、仏 塔 に は 、他 に 見 な い チ ャ ッ トラ(Chattra傘 蓋)や ハ ル ミカ ー
(Harmik互 平 頭)が 付 設 され る こ と に、シ ン ボル 作 用 が 添 加 され てい る こと を も指 摘 す べ き
であ る。 仏 塔 は 従 来 の 墳 墓 とは異 質 の 形 体 を有 し、 独 自の 意 味 と機 能 と を具 えた 墓 碑 で あ る
が 、 そ の 誕生 につ い て は ま だ 謎 の 部 分 が少 な くな い 。 仏 塔 に先 行 す る墓 、 仏 塔 の 原 初 的 な形
体 につ い て の 考 古 学 的 な 解 明 が 待 た れ る 。
第二篇 仏塔崇拝の展開とその背景
第一章 仏舎利塔以前の仏塔の存在



























な らしめるのが、舎利塔の建立とその供養である。スー トラ類に規定された墓 シュマシャー
ナは、崇拝の対象とされなか った し、叙事詩の中の王たちの墓も、何 ら意味を持たされてい
ない。仏塔文化を担 った人々の思念においては、死者は忌避 さるべきものではなく、常に生
者と緊密な関係にあ り、その遺体や遺骨の埋葬の地は、恐怖すべき不浄なるところではなく




仏 陀 の 舎 利 をめ ぐ って 、 諸 部 族 、 王 、 バ ラモ ンた ちの 間 に争 奪 戦 が 起 った が 、ドーナ ・(Dona)
と名 つ くバ ラモ ンが 仲 裁 に入 り、 舎 利 は そ こに来 あ わ せ た 八 当事 者 に 八等 分 され た 。 更 に舎
利 を量 った(或 い は 盛 っ てい た)瓶 、 火 葬 場 に残 ってい た 炭 も、 八 分 され た 舎 利 と同 じ く各
地 に持 ち帰 られ 、 塔 の 中 に納 め られ て 祭 られ た 。
この 伝 説 は ほ ぼ 真 実 を伝 え る もの と解 され てい るが 、 作 為 性 ・虚 構 性 の 認 め られ る こ と も
否 定 し得 な い 。 そ れ は 仏舎 利 の 受 納 者 た ちが 、 次 の よ うな 相 対 立 す る者 同 志 の 、 四 組 か ら構
成 され てい る こ とに窺 わ れ る。
(1)ク シナ ー ラー(Kusin石r吾)の マ ッ ラ族(Malla)と パ ー ヴ ァー(P百v旬 の マ ッ ラ族の 組
み 合 わ せ 。 両者 は カ ク ッ ター河(Kakutt願)を は さん で 、 南 と北 と に対 峙 して い た 。
(2)ラ ーマ ガ ー マ(R石mag百ma)の コー リヤ 族(Koliya)対 カ ピ ラヴ ァ ッ トゥ(Kapilavat-
thu)の サ ー キ ヤ族(S畝ya)。 両 者 は 血 縁 関 係 に あ った と言 わ れ るが 、文 化 や 習俗 等 を異 に し
ロ ー ヒニ ー河(Rohi㎡)を 境 と して東 と西 に分 か れ てい た 。共 に その 河 水 を灌 概 に 利 用 して
い た が 、 旱 魑 の 際 に は 激 しい 水争 い を行 な った 。
{3)ア ッラカ ッパ(Allakappa)の ブ リ族(Buli)と ヴ ェ ー タ デ ィ ーパ(Vethadipa)の バ ラ
モ ンとの 組 み 合 わせ 。 両 者 と も記 録 が 少 な く、 その 位 置 関 係 、 対 立 の 様 子 な どは 知 る こ とが
む ず か しい が 、 た だ 隣接 して い た こ とだ け は 明 らか に され る。
(4)ヴ ェ ーサ ー リー(Ve語li)の リッチ ャ ヴ ィ族(Licchavi)対 マ ガ ダ国(Magadha)の ア
ジ ャー タサ ッ トゥ王(Aj百tasattu阿 閣 世)の 組 み 合 わ せ 。 ガ ン ジス河(Gah餌)を は さん










して舎利を均等に両岸に降 らせた と言う。 これは仏教の中道の立場を具象化 したものと言え
る。 ドーナーの役割にも、こうした寓意性が こめられていたと考えられる。これらは、舎利
崇拝が進展 した後の創作と見倣す ことは出来まいか。
ところで、先の伝説に応える考古学的資料 としては、未だヴェーサー リー塔 とピプラーワ
ー(カ ピラヴァットゥ)塔 のこ基のみしか発見 されておらず、伝説を史実と採 るのに、十分
な証拠を提供 してくれているとは言い難い。前者はアショーカ以前の作とは推定されるもの
の、舎利や碑文 もな く、仏舎利塔の確証は得 られていない。後者の場合は、舎利壺上の碑銘
の解読をめ ぐって学者間に異同があり、舎利壺 も前者のそれ と比較 して、技術的に非常な精
巧さを保ち、また副葬品 もはるかに多 く、両塔を同列に扱うことには種々問題がある。最近
再発掘 されて、先の舎利壺は模造品であり、新たに出土 した ものがオリジナルだと主張 され
たりして、問題が更に複雑化されている。
第四章 仏塔信仰の支持者と信仰形態





持 しており、仏陀の舎利に対 してもそれが顕著に示され、仏塔の作成 ・育成に先駆的役割を
演 じた。それ故にこそ、彼らの守 った舎利塔は、いかなる権者によっても触れ られることが
なかったのである。
次にアショーカは、「塔祭 り」の推進者として仏塔信仰の隆盛に寄与 した。彼は動物の殺傷
を含む祭宴に反対 したが、「善とみなされる」祭宴は認めた。そこでは天の宮殿 ・象 ・火の群
がり ・天上の形相等が人々に示され、天界及び神々との感応 ・交合がはか られた。その祭 り
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の模様は、法顕や玄奨が伝える 「行像」もしくは 「法会」に相当し、町や宮殿を天上のそれ
らの如 く飾り、到る処に灯明や松明を点 し、美 しく飾られた象に、塔の ミニチュァ等を載せ
て行列 した。この地上を天界の写 しとし、生天の果を現世に現前せしめることによって、人
人に彼の目ざすダルマ(道 徳的善)の 発揚が企てられたのである。
祭りとは宗教 ・政治 ・国家(社 会)の 三者を一体化する連結子であるが、アショーカは仏
塔の建立や増築、その完成を待 っての祭 り、という形でそれを最 も効果的に実現 したのであ
る。
最後に、女性たちと仏塔との親密性は、比丘尼たちが、亡 くなった先達の尼のために塔を












仏 塔 供 養 に大 果 を 認 め る か否 か は 、部 派 間 の 論点 の一 つ で あ った が 、 ご く一 部 を除 き総 じ
て否 定 的で あ った 。 しか し、教 団 側 の方 針 とは 裏腹 に 、 現 実 の 信 仰 上 の趨 勢 は 、仏 塔 信 仰 の
隆盛 を もた ら した 。 これ は 、 理念 と現 実 との ギ ャ ップ を如 実 に物 語 る もの で あ る。 しか し、
仏 塔 信 仰 は 伝 統 的教 団 とは異 質 の 、半 僧 半 俗 の 「菩 薩 集 団 」 な る もの に よ って育 成 され 展 開
を み た の で あ り、 そ れ が 大乗 仏 教 起源 の母 胎 とな った とい う解 釈 もな され て い る。
そ う した 見解 に 直 接応 え る わ け で は な い が 、 こ こで は 大 衆 部 系 説 出 世部 所 属 の 「マハ ー ヴ
ァス トゥ』(Mah互vastu大 事)に 引 用 され たr観 察 世 間 経 』(Avalokita一 甑tra)と チ ベ ッ ト
語 訳 に 単一 経 典 と して 存在 す るr聖 ・観 大乗 経 』(Arya-Avalokana一 磁ma-ma願yana師tra)
を通 して 、 部 派 仏 教 に か け て の 、 仏塔 崇 拝 の 展 開 の 一 端 を垣 間 見 る。
先 ず 両 経 と も、 仏 塔 へ の 供 養 によ って、 種 々な る此 岸 的 及 び彼 岸 的 利 益 の 将 来 され る こ と








れ、その実践者は菩薩 ということになる。仏塔 と同化 した菩薩は、慈悲行の体現者として、
仏塔と同 じく、あ らゆる者に一切の功徳を放射するのである。







しか し、本来的に在俗者たちによって創設された仏塔は、浬葉 という言葉から想像 される
ような、死を基調にした寂静の世界とは凡そ縁遠いものであった。それはインド民族が求め
た理想郷、すなわち梵天界、スメール山、ウッタラクル、如意樹等を具象化したものであり、







大女神信仰、ヤクシャ(鬼 神)や ナーガ(蛇 神)の 信仰等、多様なる究術的 ・宗教的形態を
包含 し、インド常民 もしくは諸部族の自然にして素朴な、組織以前の諸信仰を母胎として発








仏塔は国家 ・聖職者 ・在俗者の三者が、それぞれ異な った意味の もとに受容 しあい、しか











仏塔は、一方では歓喜 と悦楽の中で祭 られ、地上 と天界 との合一が図 られたが、他方にお
いては瞑想の支えとして寂静の世界、心の沈潜の行為 と結びつけられた。 このような二極性
は、インドの宗教的特質をそのまま表象 したものに外ならない。
インドには、ピラミッドや始皇帝陵の如き、王者の権威 を誇 る壮大なる墳墓は存 しなか っ
た。これはインドの歴史における一つの大きな謎であるが、仏塔を、王たちが自らの権威を
宗教的人格に譲渡 した証 と解す るならば、これまたインド的宗教性の顕著なる反映と見倣す
ことが出来よう。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
仏教の成立 とその展開には、教理的体系の形成と並行 して、その宗教活動 を支えた在家信
者の信仰 と社会的基盤を看過することはできない。そ してその原動力となった要因の一つに
仏塔の崇拝 を挙げることができる。本論文は、古代インドにおいて仏塔を成立せ しめた思想
史的 ・文化史的基盤を究明 し、仏塔の成立後にそれがいかなる意義と機能とをもって展開 し
たかを考察することを目的とする。
従来 この種の研究については、①文献に基づいて仏塔崇拝の伝説とその形成過程を追求す
る方法 と、②考古学的 ・美術史的調査の結果を踏まえて、仏塔崇拝の実態を解明 しようとす
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る方法 とがあり、それぞれ異なった視点から考察されるにとどまっていた。 しか し、両者の
アプローチの方法 を有機的に接合 し、包括的に把握 しようとするところに、本論文の特色が
ある。
本論文は400字 詰原稿用紙1316枚 の大著であって、内容は2篇10章 に構成されている。
まず 「序論」において、研究目的 ・方法及び資料 ・研究史にっいて概説して問題点 を指摘
した後に・第1篇 「仏塔崇拝成立の基盤」は・仏塔を表わす原語s薇pa(卒 塔婆、塔)とcaitya
(支提、廟)の 成立基盤の相違を明 らかにする。すなわち、第1章 「ス トゥーパの語義」で








民文化のそれを示すことを指摘 して、それぞれが異質の文化圏において発生 をみた聖域 を表
わ し、③は火葬と土葬の習合された、いわば両文化が統合 されたところに存立す るものであ
って、これが仏塔の起源を促す ものであ った と推定している。
第3章 「チ ャイテヤヤ崇拝の諸形態」では、3種 のチャイティヤへの崇拝形態を取り出 し、
仏塔信仰の基盤を探究 している。すなわち、①rア ーシュヴァラーヤナ家庭経』に記載され
る祭式で、利益交換的な崇拝行為。②rア ルタシャース トラ』(実利論)に 現われる悪霊 ・鬼




第4章 「古代インドの葬送墓制」では、「シャタパタ ・ブラーフマナ』と 「アーシュヴァラ
ーヤナ 家庭経』に葬送墓制に関す る記録を求め、シュマシャーナと呼ばれる墓の意味及び機




丸屋根を模 して造 られたとする説、②マハープルシャ(大 人)の 頭蓋骨 を表徴 しているとい
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化 に、要因を求めている。 しか し、仏塔特有の傘蓋や平頭が付設される点にっいてはシンボル
作用が添加 されたものと指摘 して、最終的な結論は将来にゆだねている。
第2篇 「仏塔崇拝の展開とその背景」においては、まず第1章 「仏舎利塔以前の仏塔の存











その仲裁者 ドーナに対 して、仏教的中道主義の代弁者としての擬人化ではないかと示唆 して





を トーテムに持っ部族で、死者崇拝 ・遣骨崇拝の習俗を保持 しており、仏塔の作成 ・育成に
先駆的役割を演 じた。②アショーカ王は 「塔祭り」の推進者として仏塔信仰の隆盛に寄与 し
た。祭りは、この地上を天界の写 しとし、生天の果を現世に現前せ しめることによって、か
れの目ざすダルマ(道 徳的善)を 人びとの間で発揚させようとして企て られた、とみている。
③女性たちと仏塔 との間には親密な関係があり、仏塔を守護するヤクシー(夜 叉女)や 女神
たちは、豊饒多産の儀礼に関わる神格であった。彼女 らは崇拝する者に招福除災の利益を将
来 したが、それは仏塔そのものの機能とも即応 した、と論 じている。
第5章 「仏塔供養の意義」では、大衆部系説出世部所属のrマ ハーヴァス トゥ』(大 事経)
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に引用されたr観 察世間経』と、チベット語訳に単一経典として存在するr聖 観大乗経』を
検討 し、仏塔への供養によって、現世的 ・来世的利益が将来 されることを論 じ、特に雑役に
携わる者と仏塔との結合に注目している。 さらに、仏塔への心身の投入を目ざすバクティ
(帰依専念)的 、あるいは仏塔を瞑想の対象とするヨーガ(静 慮)的 な信仰の形態があるこ
とを指摘 し、大乗仏教に説 く発菩提心や誓願へ と発展する契機を仏塔崇拝に求めている。
以土の如 く本論文は、仏塔成立の思想史的 ・文化史的基盤、並びに仏塔の機能 と塔供養
の意義を究明 し、仏塔崇拝の展開と背景を論述 したものである。考察に当って、著者はサン
スクリッ ト語 ・パrリ 語 ・チベット語訳 ・漢文の文献に亘 って広 くその資料を渉猟 し、厳密
な文献批判を基礎として、先学の彪大な研究の方法及びその成果を批判的に検討した上で、
考古学的 ・美術史的研究の成果との接合を企図 している。以上の点は、本論文の独創 として
高 く評価すべきであり、またその結論は概ね正鵠を射ており、その成果が学界に寄与すると
ころは大きいと言 ってよい。
なお本研究には、仏塔の成立後に全インドに普及 した仏塔の建立並びに供養に関 して、建
築様式の変遷及び支持者の社会的基盤に視点をおいた討究が、将来の課題 として残されてい
る。 しか し、これは本論文の暇瑛となるものではない。
以上の理由によって、本論文の提出者は文学博士の学位を授与するに十分な資格を有する
ものと認められる。
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